
令和６年度 第１回小平市立学校給食共同調理場運営委員会 議事要録 

 

１ 日  時 令和６年７月１６日（火）１５：３０ ～ １６：４５ 

２ 場  所 小平市立学校給食センター 会議室 

３ 出席状況 出席者：１２名  欠席者：２名  事務局：３名 

４ 傍 聴 者 １名 

５ 次    第 

（1） 委嘱状伝達 

（2） 委員自己紹介 

   小平第六中学校の大島校長を委員長に選出。 

（3） 委員長挨拶 

    ・今年度からアレルギー対応食の提供が始まるとともに、給食費の無償化も行われるこ

とになった。委員それぞれのお立場からご意見をお願いしたい。 

（4） 給食センターの紹介（パワーポイントにて） 

  ・学校給食センターの概要説明および給食調理の様子等について説明を行った。 

  （質疑応答）なし 

（5） 議 題 

 ○ 報告事項 

   ①令和５年度中学校給食費会計報告       資料№２ 

    ・収入の部、支出の部について概要説明を行った。 

     （質疑応答）なし 

   ②令和６年度からのアレルギー対応食の提供状況について  資料№３ 

     ・アレルギー対応食の学校別対応者数およびアレルゲン別の対応者数を資料に基づい

て報告した。 

     ・アレルギー食材を除去した際に味が落ちないように、他の材料や調味料を加減して

味を調整することで、除去食であっても美味しい給食が提供できていると感じている。 

     （質疑応答）なし 

   ③学校給食費無償化の実施について       資料№４ 

     ・小平市では令和５年度の三学期から「第三子以降の児童・生徒の学校給食費」 

を無償化した。 

令和６年度からは給食費単価を約２０％引き上げるとともに、その値上げ分は公費

負担することとしていた。 

・本年３月下旬に都補助金交付要綱の内容を確認し、小平市において値上げした後

の学校給食費単価の額で完全無償化を実施しても、経費の半分は東京都が補助して

くれるという確認ができたことで、改めて関係部署で協議を行い、６月補正予算案

に計上し、市議会で承認をいただいたことから実施に至った。 

・令和７年度以降の実施については、現時点では未定である。 

（質疑応答） 

・一食の単価や質について、これまでと変わらないか。 

 →給食の単価や質は変わらない。 



・お弁当補助について、我が家では魚卵のアレルギーがあるため自己除去している

が、ししゃも日などはお弁当を持たせている。その場合は対象ではないか。 

→完全不食が補助の条件であるため、その場合は対象外になる。 

 

○協議事項 

   ①令和６年度中学校給食実施計画の修正（案）について 資料№５ 

・中学校給食実施計画については、令和５年度第３回目の共同調理場運営委員会で

ご承認をいただいたところであるが、令和６年度については学校給食費の無償化が

行われることになったことから、計画の中の「給食費」に関する記述を修正した。 

・給食費の徴収に関わる記述を削除している。 

（質疑応答） 

・「５（４）未納対策」については、令和５年度以前に発生した滞納分給食費があ

ることから、記述を残しては。 

 →記述を残すことにする。 

 ≪所要の修正を行うことで修正案を承認≫ 

 

  ○ その他   

   ①各委員よりご意見・情報提供 

・自校の取組を紹介するが、給食委員会を生徒主体で行ってくれている。今年度は、

給食を楽しく食べてもらおうということで、「ランチデドン」という取り組み（ラ

ンチタイムズという給食放送メモをクラスで読み上げているが、ランチタイムズの

答えをすぐに言わないで、給食委員長が食後に答え合わせをする）や、「パパっと

準備週間」という取り組み（給食の準備時間をなるべく早くして、食べる時間をな

るべく確保する）をしている。よく食べてくれているので残菜が少なく嬉しいなと

感じている。 

・最近、給食の残菜が少し多く出てしまっている。暑さもあると思う。魚が多い。

魚が苦手と感じている子供が多い。２本付けのときは、「１本なら」という子もい

る。 

残菜調査の結果は教えてもらえるか。 

 →一学期分の結果は、夏期休業期間中に送付する。 

・デザートラベルのデザイン、野菜の絵の募集といった取り組みなどは美術と連携

して、子どもたちが給食に関心をもって食べられるように計画をしている。栄養教

諭に家庭科授業に協力してもらえるとありがたい。 

教員は給食費を支払っていくが、今年度さらに金額が上がることはあるか。 

→１食あたりの単価を改定する予定はない。 

     ・保護者試食会に参加させていただいたので、美味しい給食をその時にいただいた。

残食に関して、自分の娘はバスケ部で他の子たちの分も食べるくらいだが、全く食

べない子もいると聞いている。無償化になって、お金がかからないとなると、給食

を残す子どもたちが増えるかもしれないと思う。給食時間１５分で食べなければな



らないのが、おかわりも考えると厳しい。子どもたちとも給食の時間は考えて欲し

いなと思う。 

      ・給食１食に多くの工夫がされているのがありがたい。せっかく手作りなのにドレ

ッシングが美味しくないと子どもが言っていた。 

      ・給食献立に創意工夫をしてくれている事に大変感謝している。うちの子も食べな

い子の分も食べている。新しい給食センターからの給食は美味しいといっていた。

最近は「魚が多い。」と言っていた。食の安全性にこだわってくださっていること

がありがたいと思った。小学校の時は、校内で作っていたので距離が近かったが、

センターだと距離感がある。自校でもＰＴＡで給食試食会をお願いしたいと思う。 

      ・残食率は各クラスに知らせて、残食が少ないクラスへの表彰が出来ればとてもい

いと思う。午後の部活の事を考えると、蒸しパンなどのプラス１品デザートはあり

がたい。 

      ・昨年度、教員の委員からお話のあった異物混入が連続して起きた件は、最近はど

うか。 

       →昨年に髪の毛及び幼虫が入ったことがあった。農薬が少ない地場野菜に虫がつ

いてくることがよくある。髪の毛に関しては、場内で調理員の髪の毛が帽子から

はみ出しているときに指摘したり、虫に関しては、通常の３回だけでなく、４回、

５回洗いをしたり、ブロッコリーに関しては、お湯につけてから洗う等対策をし

ている。今は異物混入の回数が減っている。 

      ・給食センターの衛生検査をしているが、調理員さんは調理作業を本当にしっかり

とやってくれている。衛生面の意識も、新センター開業当初のころに比べて相当高

くなっている。調理員の人数が少ないとは思う。給食の無償化を受けて、質は大丈

夫かなと感じたが、質は落ちないとの話を受けて安心した。 

      ・４月からアレルギーの除去食を提供されているということだが、何か変わったこ

とはあるか。去年の検討の中で「生徒に直接除去食を配膳室取りに行かせるのはど

うか。」という意見があったかと思うが、現状はいかがか。 

       →養護教諭と相談して、生徒が配膳室に取りにいくことにした。最初は「配膳室

まで取りに行くのが教室から遠い。」という意見があったが、今は運用に慣れ、

特にそういった声は聞かない。 

 

②連絡事項等 

    ・次回以降の開催予定 

２学期 １１月１９日（火）１５時３０分～  

     ３学期  ２月１０日（月）１５時３０分～ 

 

 

【その他配布資料】 

小平市立学校給食共同調理場運営委員会委員名簿   資料№１ 
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資料Ｎｏ.３ 

令和６年度からのアレルギー対応食の提供状況について 

 

１ 概要 

 令和 6年 4月より、乳・卵・えび・かにの食物アレルギーを有する生徒で希望する方に

食物アレルギー対応食（除去食）を提供。４つのアレルゲンは１日のうちＡ・Ｂコースの

いずれかにしか使用しない。 

 

２ 提供方法 

 普通食と同様に食材を受入れ・検収・下処理を行った後、必要な食材を取り分け、アレ

ルギー対応食専用調理室で調理を行う。 

 対応食は生徒氏名が記載された専用の保温容器に入れ、学校に配送する。 

 配送された対応食は、喫食する生徒が学校の配膳室で受け取り、教室で担任教諭の確認

の上で喫食する。 

 

３ アレルギー対応食の提供者数 

 ① 学校別（実人数） 

小平第一中 小平第二中 小平第三中 小平第四中 

３人 12人 ３人 ７人 

小平第五中 小平第六中 上水中 花小金井南中 

７人 １人 ３人 ５人 

 

 ② アレルゲン別（のべ人数） 

乳 卵 えび かに 

12人 19人 19人 16人 

 

４ 献立例 

 ①豚肉のピカタ             ②キャロットポタージュ  

乳（粉チーズ）・卵 除去         乳（バター・牛乳・生クリーム）除去 
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令和６年７月２日 

 

 小平市立小・中学校 保護者 各位 

小平市教育委員会  

 

令和６年度小平市立小・中学校給食費の無償化について 

 

  小平市では、多子世帯における学校給食費の保護者負担を軽減するため、令和６年１月

から第３子以降の学校給食費を無償化していましたが、このたび令和６年４月に遡り、 

全員の学校給食費の無償化を実施することとなりました。 

 

１ 対象者 

下記の要件に全て該当する児童・生徒 

(1) 小平市立小・中学校に在学している（小平市外にお住まいの方も含みます。） 

(2) 生活保護等の他の制度により、給食費全額の支給を受けていない  

(3) 学校給食の提供を受けている 

※所得制限はありません。 

 

２ 給食費の徴収及び返金について 

  令和６年１学期に徴収した給食費は、９月下旬から１０月に、引き落としを行った口座

に返金いたします。返金日については、各学校よりお知らせいたします。また、対象児

童・生徒の給食費の引き落としは、２学期より停止いたします。 

※ 令和６年７月の給食費は、各校の食材料費支払い事務の都合上、引き落としさせてい

ただきます。ご了承ください。 

 

３ その他 

食物アレルギー等のやむを得ない事由により、給食を毎日喫食できない児童・生徒が持 

参する給食代替弁当に係る費用の一部を補助します。対象となる見込みの方には、２学期

中に学校を通じてご案内予定です。 

 

問合せ先 

小平市立学校給食センター 

電話 ０４２－３４５－２８２１(直通) 
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令和６年度 中学校給食実施計画 

 

中学校給食は、衛生的で栄養のバランスのとれた食事を提供することにより、生徒の健康の保持・

増進や体格・体力の向上を図り、また、給食時の実践を通じて健康な生活を送る上での望ましい食習

慣の体得や好ましい人間関係の育成をねらいとしています。 

令和５年２月１日に稼働した給食センターの特徴（手作り献立・衛生管理・地場野菜使用）を活か

した給食提供を行っていきます。 

  

１ 実施期間  令和６年４月１０日（水）から令和７年３月２４日（月）まで 

        ※学校給食センターの稼働日数は１９２日 

 

２ 実施日   給食実施日は、各学校長から提出された「年間給食予定表」をもとに決定し、最終 

決定は、「月間給食予定表」（毎前月１０日提出）をもって決定いたします。 

 

３ 年間標準給食回数 

  各学年の年間標準給食回数は、下記の通りです。※（ ）内は下限数です。 

  １年生 １８４回以上（１８１回）  

  ２年生 １８３回以上（１８０回） 

  ３年生 １８１回以上（１７８回） 

 

４ 各学校の年間給食予定回数及び所要額 

※１食当たりの単価３５８円（公費補助令和６年度は学校給食費無償化措置により保護者負担額は

３００円） 

学校名 学 年 年間給食回数（回） 年間所要額（円） 

小平第一中学校 

１ 年 １８１ 64,798 54,300  

２ 年 １８０ 64,440 54,000  

３ 年 １８０ 64,440 54,000  

特別支援１年 １８３ 65,514 54,900  

特別支援２年 １８１ 64,798 54,300  

特別支援３年 １７８ 63,724 53,400  

小平第二中学校 

１ 年 １８５ 66,230 55,500  

２ 年 １８５ 66,230 55,500  

３ 年 １７９ 64,082 53,700  

特別支援１年 １８５ 66,230 55,500  

特別支援２年 １８５ 66,230 55,500  

特別支援３年 １８０ 64,440 54,000  

小平第三中学校 

１ 年 １８１ 64,798 54,300  

２ 年 １８１ 64,798 54,300  

３ 年 １７８ 63,724 53,400  

特別支援１年 １８１ 64,798 54,300  

特別支援２年 １８２ 65,156 54,600  
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特別支援３年 １７７ 63,366  53,100  

学校名 学 年 年間給食回数（回） 年間所要額（円）  

小平第四中学校 

１ 年 １８５ 66,230 55,500  

２ 年 １８４ 65,872 55,200  

３ 年 １７８ 63,724 53,400  

小平第五中学校 

１ 年 １８６ 66,588 55,800  

２ 年 １８７ 66,946 56,100  

３ 年 １８５ 66,230 55,500  

特別支援１年 １８９ 67,662 56,700  

特別支援２年 １９０ 68,020 57,000  

特別支援３年 １８５ 66,230 55,500  

小平第六中学校 

１ 年 １８４ 65,872 55,200  

２ 年 １８５ 66,230 55,500  

３ 年 １８１ 64,798 54,300  

上水中学校 

１ 年 １８５ 66,230 55,500  

２ 年 １８５ 66,230 55,500  

３ 年 １８３ 65,514 54,900  

花小金井南中学校 

１ 年 １８４ 65,872 55,200  

２ 年 １８４ 65,872 55,200  

３ 年 １８１ 64,798 54,300  

特別支援１年 １８５ 66,230 55,500  

特別支援２年 １８５ 66,230 55,500  

特別支援３年 １８０ 64,440 54,000  

              ※教職員の給食費は、自校学年の年間最大喫食数です。 

 

５ 給食費 

  給食費は私費会計ですが、徴収及び管理は学校給食実施校における校務との認識にたって、経理

事務についてはその処理権限を必要に応じて校長から委任を受け、中学校全校の給食費会計は当学

校給食センターが一括処理しています。 

  令和６年度は給食費改定により１食単価が３５８円（前年度比１９．５％増）となりましたがる

一方、激変緩和措置により増額分を公費負担とする学校給食費無償化措置によりため、実質の負担

額に変更はない予定ですはありません。（教職員の給食費を除きます。） 

 (1) １食 ３００ 円 （単価方式） ※教職員等の公費負担対象外者は３５８円（単価方式） 

 (2) 給食費の引落回数・徴収月・徴収金額・引落日 

引落回数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

徴 収 月     ５月（４・５月） ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 

引落金額 
毎月 ５，６００円（ただし、５月は合算徴収のため１１，２００円） 
額は変動 

引 落 日     毎月 ４日 （５月のみ１９日）※土曜、日曜、祝日の場合は翌営業日 

未納対策 ２月時点で未納がある場合は、３月に未納者を対象に再引落をします。 
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     ① 全校全学年１月までは、毎月同額徴収です。ただし、年間喫食数により、２月徴収金額

が、 

５，６００円を越えることがあります。 

  ② ４月分は、４・５月分として、５月に徴収します。 

  ③ ８月は徴収しません。 

  ④ ２月が年度精算月となるため、学校・学年で金額が変わります。 

  ⑤ 教職員の給食費は、自校学年の年間最大喫食数です。 

   

 (3) 納入方法 

  ① 給食費の徴収及び還付は、利便性と振込手数料が安価な（株）ゆうちょ銀行の「学校納付金自動

払込」で行います。但し、非常勤職員等食数が不確定な場合は現金払いとします。 

  ② 生徒保護者や教職員は（株）ゆうちょ銀行に口座を設け、自動払込手続きをします。 

  ③ １回１０円の口座引落手数料が、その都度、別途加算されます。（保護者負担） 

  ④ 生活保護世帯は原則、生活支援課による代理納付となります。 

 (4) 未納対策 

  ①給食費の徴収は、学校長の責任で徴収します。学校給食センターでは、毎月、給食費を引き落とせ

なかった家庭の情報を学校長あてに送付し、学校長が保護者に対し納付の催促を行います。 

  ②卒業した生徒や過年度分については、学校と連携を図りながら、学校給食センターからも定期的に

直接保護者へ納付の催促を行います。 

 

６ 給食費会計 

 (1) 給食費は、教材費等の学納金とまとめて各校長口座に入金いたします。毎回「電信払込み請求書・

電信振替請求書」で学校給食センター所長口座に資金を集中し、給食物資納入業者への支払いを行い

ます。 

 (2) 給食費の決算は、「会計収支決算書」等を作成して監査委員（校長・保護者で構成）による監査を 

受け、歳入の効率的運用と歳出の適正な執行を図ります。 

 (3) 年度末に給食費会計に残高が生じた場合は、次年度へ繰り越します。 

 

 

７ 献立の作成 

 (1) 献立は、文部科学省「（児童又は生徒一人一回当たりの）学校給食摂取基準」に基づき作成してい

ます。献立の内容は生徒の嗜好等を加味し、食育の教材となるよう考えています。 

 (2) 食物アレルギーのある生徒に対して、詳細献立表と食材原材料表を配付します。また、アレルギー

を理由とする飲用乳の不食者及び給食を不食となった場合（１ヶ月間で累計４日間以上）に給食費を

返金する対応を行います。 

   希望する生徒にアレルギー対応食（乳・卵・えび・かに の４品目の除去）の提供を行うととも

に、自己除去対応も引き続き実施します。また、１日２献立を調理するうち、片方の献立は必ず４品

目が含まれない献立とします。 

 (3) 食材料は原則として無添加で非遺伝子組み換えのものを使用しています。また、一部の魚介類や調

味料等を除き、国産品を指定し、季節感のある新鮮なものを用いるようにしています。 

 (4) 野菜（サラダ）については、衛生の観点から加熱を行った上で冷却します。 
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 (5)ＪＡ東京むさしと納品可能数量を確認しながら、地場産農産物を積極的に献立に取り入れていきま

す。 

 (6) 旬の食材をできるだけ使用するとともに、時季に応じた行事食なども取り入れ、季節感のある献立

の工夫を行います。 

 (7) 手作り調理室を活用し、ハンバーグ・餃子・ピザトースト等の手作り料理を取り入れます。 

(8) 小平市の郷土料理である糧うどんの他、日本各地の郷土料理や世界の料理を献立に取り入れます。 

  (9) 姉妹都市、北海道小平町産の米を、年間を通して使用します。また、食育の観点から他産地の米を

適宜取り入れていきます。 

 (10) 牛乳は群馬県東毛酪農の低温殺菌乳（瓶）を使用します。 

 

８ 衛生管理 

 (1) 食材納品口から配送室までワンウェイの作業動線と、汚染・非汚染区域を明確にする事により衛生

管理を徹底させ、安全な給食の提供を図ります。 

 (2) 食材料の納入業者に対して、食材料の温度管理、器具の消毒及び点検、配送方法等について指導を

強化し、食材料の安全を確保します。 

 (3) 調理については、食品の中心温度の計測（８５℃で９０秒間以上）、各種点検消毒を励行し、調理

から喫食までの時間の短縮を図るなど徹底した衛生管理を行ないます。 

 (4) 調理従事者は、月２回の腸内細菌検査、ノロウィルス検査、定期健康診断を実施し、万全の体制で

臨みます。 

 (5) 薬剤師会による調理場内の検査、保健所による衛生管理指導、調理業務委託業者による自主衛生検

査の他、食材料検査等を実施し、衛生管理の徹底を図ります。 

 

９ 食の安全及び食育（学校との連携） 

 (1) 給食用食材の予定産地をホームページで公開します。 

 (2) 毎日の給食時間の放送資料、ホームページ等を活用した給食のＰＲ活動、生徒との意見交流ノー

ト、委員会活動等を通じて学校での食育推進に寄与します。 

 (3) 食育推進に向け、栄養教諭を中心に食に関する授業への参画等を各中学校に働きかけていきます。 

(4) 給食センター職員による給食訪問や ICT機器の活用による食育動画の配信を実施し、給食献立や食

材について説明しながら栄養指導を行うとともに、生徒からの意見や要望も聞き、献立作成の参考と

します。  

(5) アレルギーのある生徒に対しては、「小平市立小・中学校における食物アレルギー対応方針（令和

6年 4月改定）」及び「小平市立中学校における食物アレルギー対応マニュアル（令和 6年 4月改

定）」に従い、各学校の校長・副校長の管理者及び養護教諭等と連携して、適正に対応します。 

 (6) 残食調査を実施し、生徒の残食傾向を把握するとともに、残食調査の結果を学校と共有し、残食の

減少に向けた食育活動に活かします。 

 (7) 保護者及び市民団体向けに給食試食会を実施し、給食への理解を図ります。また、生徒が考案した

献立の採用や小平の特産品のゼリーラベルデザインの募集などの給食を身近に感じてもらえるような

企画を通じて給食の普及啓発に努めます。 
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１０ その他 

 (1) 毎日の学校配食数は、実数＋３食です。３食は非常勤講師、嘱託、教育実習生、転入生などに対応

します。３食越えが常態となる場合は、学校と調整します。 

 (2) 給食費以外の学納金（教材費、修学旅行費、積立金等）も保護者の引き落とし手数料負担の軽減や

システムの効率性から、機能上一括引落しを行い、入力処理を学校給食センターが代行します。 

 (3) 学校における事務処理方法等は、学校給食センターが作成して各学校に送付（学校用１部、給食担

当教諭用１部）の『給食に関する事務処理の手引』に従います。 
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